
お 岡山大学病院ならではの研修が可能！
エキスパートによる、アカデミックな指導。岡山県全域の特色ある連携施設での研修。

岡山大学病院総合診療専門医研修プログラム

【理念】

「高い臨床能力と、総合診療・地域医療の発展のための研究マイ
ンド、教育マインドを併せ持つ総合診療専門医」を養成する

【プログラム統括責任者】 大塚文男

【募集専攻医数】 ２名/年

【連携病院数】 ２７

【総合診療専門研修指導医数】 ７９

【プログラム概要】

３年間の研修で下記の研修を行う。

＜５つの必須診療科＞

総合診療専門研修Ⅰ（外来診療・在宅医療中心）

総合診療専門研修Ⅱ（病棟診療、救急診療中心）

内科、小児科、救急科

＜選択診療科＞一般外科、整形外科・産科婦人科・

精神科・眼科・耳鼻咽科・皮膚科・泌尿器科・

リハビリテーション科など

１．包括的統合アプローチ
２．一般的な健康問題に対する診療能力
３．患者中心の医療・ケア
４．連携重視のマネジメント
５．地域包括ケアを含む地域志向アプローチ
６．公益に資する職業規範
７．多様な診療の場に対応する能力

総合診療専門医に欠かせない７つの資質・能力を
効果的に修得することが可能

【ローテーションについて】
岡山大学病院総合内科にて臨床推論、医療面接、総合診療の概念を学習

するための基礎研修を 2～6 か月行った後、下記のような構成でローテート研

修を行う。

①総合診療専門研修：合計18ヶ月

●総合診療専門研修Ⅰ：6-12ヶ月

奈義ファミリークリニック、津山ファミリークリニック、湯郷ファミリークリニック、安田

内科医院、佐藤医院、笠岡市民病院、笠岡第一病院、かとう内科並木通り

診療所、青木内科小児科医院、藤井クリニック、藤井病院、渡辺病院、新見

の５診療所

●総合診療専門研修Ⅱ：6-12ヶ月

岡山大学病院、玉野市民病院、笠岡市民病院、岡山西大寺病院、岡山旭

東病院、光生病院、岡山紀念病院、岡山博愛会病院、金田病院、高梁中

央病院、備前病院

②必須領域別研修：合計18ヶ月

●内科12ヶ月：岡山大学病院、岡山市民病院、高梁中央病院、金田病院

●小児科：3ヶ月 岡山大学病院、岡山市民病院

●救急科 :3ヶ月 岡山市民病院

③その他の領域別研修

一般外科、整形外科・産科婦人科・精神科・眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科・泌
尿器科・リハビリテーション科などについて、例えば岡山大学病院における研修期
間に週に 1 回 0.5 日外来研修を行うことも可能（要相談）。

【僻地での研修について】

 本研修プログラムでは、地域医療に配慮し岡山県僻地（奈義ファミ
リークリニック、湯郷ファミリークリニック、高梁中央病院、備前病院、新見
の５診療所、金田病院、渡辺病院）で１年研修する。

僻地での研修では、指導医が最低週１回は指導のために研修先を訪
問し、直接指導およびふり返りを行う。また随時必要に応じて、ＴＶを利
用して相談に応じたり、指導を行ったりする。

専門研修連携施設
基幹施設：岡山大学病院 １４．奈義ファミリークリニック

１．岡山市民病院 １５．津山ファミリークリニック

２．玉野市民病院 １６．湯郷ファミリークリニック

３．笠岡市民病院 １７．藤井病院

４．笠岡第一病院 １８．ふじいクリニック

５．岡山西大寺病院 １９．かとう内科並木通り診療所

６．岡山旭東病院 ２０．青木内科小児科医院

７．光生病院 ２１．安田内科医院

８．岡山紀念病院 ２２．佐藤医院

９．岡山博愛会病院 ２３．新見市国民健康保険神代診療所

１０．金田病院 ２４．新見市国民健康保険新郷診療所

１１．高梁中央病院 ２５．新見市油野診療所

１２．渡辺病院 ２６．新見市高瀬診療所

１３．備前病院 ２７．新見市足立診療所

岡山大学病院総合診療専門医研修プログラム

岡山大学病院

連携施設

岡山県全域と広島県に
またがる、地域の
特性を活かしたPGです。

岡山県
医師会

市町村
保健所

岡山県広島県

※ローテーションの例

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

後期
研修
１年目

岡山大学病院 総合内科（※１） 連携施設

内科（※２） 総合診療Ⅰ

後期
研修
２年目

岡山大学病院各内科or連携施設内科
岡山大学病院
or岡山市民病院

岡山市民病院

内科 小児 救急

後期
研修
３年目

連携施設 連携施設

総合診療Ⅱ 総合診療Ⅰor Ⅱ

※１：岡山大学病院総合内科において基礎研修を2～6か月行う。
※２：岡山大学病院総合内科での研修を「総合診療Ⅱ」とした場合、内科研修を他で実施する。
※３：基礎研修後の、施設群における研修の順序・期間等については、総合診療専攻医の総数・個々の総合
診療科専攻医の希望と研修進捗状況、各病院の状況、地域の医療体制を勘案して、本研修PG管理委員会
が決定する。
※４：岡山県僻地での研修期間を、計１年間設ける。

月 火 水 木 金 土 日

8:30- 9:00 朝カンファレンス

9:00-12:00 病棟業務

9:00-12:00 初診外来

9:00-10:00 教育回診

10:00-12:00  検査部研修
（エコー・グラム染色など）

13:00-16:00 再診外来

13:00-16:00 病棟業務

16:00-16:30 チームカンファレンス

17:00-18:00 ケースレポート・
リサーチカンファレンス

17:00-18:00 病棟合同カンファレンス

18:15-18:45 検査部勉強会（月1回）

9:00-17:00 近隣の医療機関で研修

近隣の医療機関での夜勤・日勤
（平日1回/週の夜勤、
土日2～3回/月の日勤または夜勤）

夜勤

【週間研修スケジュール】 岡山大学病院総合内科の場合

【専門研修における研究 】

専門研修プログラムでは、最先端の医学・医療を理解すること及び科学的思

考法を体得することが、医師としての幅を広げるため重要である。また、専攻医は

原則として学術活動に携わる必要があり、学術大会等での発表（筆頭に限る）

及び論文発表（共同著者を含む）を行うこととする。

専攻医は希望に応じて、当科の大学院コースであるアカデミックGP養成コースに

入学し、博士号を取得することもできる。研究は、地域医療・総合診療をテーマ

に、量的研究、質的研究の双方のアプローチが可能。

プログラムの特色

か 輝くロールモデル！
岡山大学病院、連携施設で、目標にしたいGeneralistに出会えるはず。

や やさしいサポート！
専攻医にはメンターがつきます。女性医師支援も充実。

ま 学びの多いプログラム！
各種勉強会やセミナーなど、学びの機会は充実。大学院進学も可能。

ご興味のある方はお気軽にご連絡ください！
問い合わせ先：obika-m@cc.okayama-u.ac.jp（医局長 小比賀美香子）


